









































































































体、凍り豆腐30検体、がんもどき18検体、生湯葉 8 検体、乾燥湯葉 6 検体を入手し、
RRS 2 特異的配列ならびに内在性コントロール遺伝子 Le 1 を TaqMan 法にて定量し、
混入率を求めた。
　　　　　　 　その結果、RRS 陽性だった検体数は、豆乳35、油揚げ50、生揚げ29、きな粉 8 、凍
り豆腐27、がんもどき15、生湯葉 2 であった。RRS 2 陽性だった検体数は、豆乳16、
油揚げ48、生揚げ 3 、きな粉 5 、凍り豆腐11、がんもどき11、生湯葉 2 であった。
LLS 陽性だった検体数は、豆乳 3 、油揚げ20、生揚げ 3 、がんもどき 3 であった。
　　　　　　 　大豆製品の種類により、混入している商品の割合や各商品の混入率に違いが見られ
たが、これはそれぞれの製品の製法の違いによるものと推察された。また、RRS 2 な



















































研 究 成 果： 2014年に実施したローマでの調査（緩和ケア・在宅ケアにかかわる医療者、宗教者を
対象としたインタビュー調査）に基づき、看取りの現状をまとめた。インタビューで






























研 究 課 題： 生活が持つ人間形成力の解明―近代日本の「家庭教育」論及び日記・自叙伝に 
着目して―













































研 究 目 的： 卵巣摘出ラットを用いた短時間・高強度トレーニング（HIT）が、骨および糖・脂質
代謝へ及ぼす影響について明らかにすることである。
・報　告・
研 究 成 果： 本研究は、卵巣摘出ラットにおける骨に対する高強度間欠的なスイムトレーニング
（HIST）の効果を評価するために実施した。 6 週齢の雌性 Sprague-Dawley ラットに
卵巣摘出（ovariectomized；OVX）または偽手術（Sham operation）を施し、 1 ）偽
手術群（S 群、n= 6 ）、 2 ）偽手術運動群（SE 群、n= 6 ）、 3 ）卵巣摘出群（O 群、
n=10）、 4 ）卵巣摘出＋運動群（OE 群、n=11）、 5 ）卵巣摘出＋エストロゲン補充群
（OE 2 群、n= 6 ）、 6 ） 卵 巣 摘 出 ＋ 運 動 ＋ エ ス ト ロ ゲ ン 補 充 群（OEE 群、
n= 6 ）の 6 群に分類した。SE 群、OE 群及び OEE 群には、 1 日 1 回、週に 5 回、
HIST を行った。HIST 開始時、トレーニングに慣れさせるために 2 日間錘を装着せず、
5 分間の予備トレーニングを行わせた。その後10日間かけ、体重の 2 ％から14％まで
錘を漸増させたのち、 5 日間体重の14％、 9 日間体重の15％、残り 5 日間は体重の16
％の錘を装着し、20秒間のスイムトレーニングを10秒の休憩を挟んで14セット行わせ
た。OE 2 群と OEE 群には、週に 3 回の頻度で、17・-estradiol を25g/kg 皮下投与し
た。 8 週間の実験期間後に、骨強度、骨密度（BMD）および脛骨近位海綿骨の単位
骨量（BV/TV）を比較した。骨強度は、O 群と比較して、SE 群、OE 群、OE 2 群、
OEE 群では有意に高かった。BMD は O 群と比較して OE 群との間に差は認められ
なかった。BV/TV は、O 群と比較して、SE 群、OE 群で有意に増加した。結論として、












研究課題名： インスリンによるラット SHARP-2 遺伝子の転写誘導に関わるシグナル伝達経路の解
析







　　　　　　 　現在までに、インスリンによる SHARP-2 遺伝子の発現誘導には、phosphoinositide 
3-kinase（PI 3-K）/protein kinase B 経路が関与することは明らかにしたが、その先の
シグナル伝達経路については明らかではない。
　　　　　　 　本研究では、ラット初代培養肝細胞やインスリン応答性ラット高分化型肝癌細胞株 
H4IIE 細胞を用いて、インスリンによる SHARP-2 遺伝子の発現誘導に関わるシグナ
ル伝達分子の同定を行うことを目的とする。
・報　告・
研 究 成 果： 本研究では、インスリンによる SHARP-2 mRNA の発現誘導に、PI 3-K/PKC 経路と
PI 3-K/ mTOR 経路のシグナル伝達経路が関与する可能性を示した。また、誘導には
新規タンパク質の合成を必要とし、SHARP-2 遺伝子の転写レベルで生じることを示
した。
　　　　　　 1 ）インスリン処理による PI 3-K 下流経路の同定
　　　　　　 　以前の研究で、インスリンによる SHARP-2 mRNA の発現誘導には、PI 3-K 経路が
関与することを報告した。本研究では、その下流のシグナル伝達経路を解析したとこ
ろ、H4IIE 高分化型肝癌細胞株でのインスリンによる SHARP-2 mRNA の誘導は PKC
の阻害剤である staurosporine ならびに p70S6Kinase（p70S6K）の阻害剤である
rapamycin で阻害されることを明らかにした。
　　　　　　 2 ）インスリンによる mTOR の活性化（リン酸化）
　　　　　　 　肝臓で PI 3-K の下流に存在する PKC は、atypical PKCk（aPKCk）であることが報
告されており、実際、私どもは AMP-activated protein kinase の活性化剤であり、血
糖降下作用を有する AICAR による SHARP-2 遺伝子の発現誘導には aPKCk が関与し
ていることを明らかにしている（投稿中）。そこで、今年度は新しい経路である
rapamycin で阻害される経路について主に解析した。




（活性型）mTOR 量が増加することが明らかになった。一方、非リン酸化型 mTOR 量
には変化は認められなかった。
　　　　　　 3 ）インスリンによる SHARP-2 mRNA 発現の誘導は、新規タンパク質の合成を必要
とし、SHARP-2 遺伝子の転写レベルで生じる。
　　　　　　 　H4IIE 細胞を転写阻害剤の actinomycin D や翻訳阻害剤の cycloheximide で30分間
前処理したあと、インスリン処理を 2 時間行った。その結果、actinomycin D も
cycloheximide もインスリンによる SHARP-2 mRNA の発現誘導を完全に阻害した。
したがって、インスリンによる SHARP-2 mRNA 発現の誘導は、新規タンパク質の合
成を必要とし、SHARP-2 遺伝子の転写レベルで生じることが示唆された。
　　　　　　 　今後は、ドミナント変異型 aPKCk を発現するアデノウイルスを用いた実験を行い、




























ース 2 ）がみられる企業は 4 社確認された。したがって、海外生産の影響も確かにあ














研 究 目 的： 本研究では、まず、Chen and Wang（2012）と同じ分析フレームワーク、つまり予算
制約を持つ小売業と財務に余裕があり信用取引を行うサプライヤーから構成されるサ
プライチェーンを想定して、別の視点から信用取引契約のパフォーマンス（成果）を

















研 究 成 果： 予算制約のあるサプライチェーンにおける統合できる契約の構築・評価の展開を行っ














研 究 目 的： 本研究の目的は、格子 QCD の数値計算で、r や j といったスカラー中間子の振る舞
いを明らかにし、ハドロンの真空構造のより深い理解を得ることである。
・報　告・
研 究 成 果： 本年度の研究では、スカラー荷電 0 状態を生成する演算子として 1 ）中間子型 q̅q、2 ）












研究発表等： WAKAYAMA, Masayuki, “Comparison between two-quark, tetra-quark and molecular 
states of the sigma meson from lattice QCD”, 32nd International Symposium on Lattice 
Field Theory（Lattice 2014）, Monday 23 June 2014 - Saturday 28 June 2014, held at 
Columbia University.
論文執筆等： Masayuki Wakayama, Teiji Kunihiro, Shin Muroya, Atsushi Nakamura, Chiho Nonaka, 
Motoo Sekiguchi, Hiroaki Wada, Lattice QCD study of four-quark components of the 







研 究 目 的： 本研究は、サーチュイン（Sirt）および SHARP-2 遺伝子が関わる発現調節機構の解









　　　　　　 　研究計画の進め方として、 1 ）SIRT 活性化剤で H4IIE 細胞やラット初代培養肝細
胞を処理し、SIRT が SHARP-2 遺伝子の発現調節に及ぼす影響を調べる。 2 ）特異
的阻害剤および siRNA を用い、SHARP-2 遺伝子の発現調節に関与する SIRT ファミ
リーのアイソフォームを同定する。 3 ）シグナル伝達経路阻害剤やシグナル伝達候補
分子の特異的 siRNA を用いて、そのシグナル伝達経路を同定する。 4 ）ルシフェラ













　　　　　　 　今年度は、SHARP-2による SIRT 遺伝子の発現制御解析を行った。SHARP-2は、
標的遺伝子に存在する E box 配列に結合する。実は、SIRT ファミリーの中の SIRT1も、
416
Ⅶ　研究費
そのプロモーター領域にいくつかの E box 配列を有していることが明らかにされて
いる。そこでまず、SHARP-2が SIRT 1 遺伝子のプロモーター活性に影響を与えるか
どうかを、ルシフェラーゼリポーターアッセイにより検討した。
　　　　　　 　SIRT 1 遺伝子の -831から - 1 のプロモーター領域をルシフェラーゼ遺伝子につい
ないだレポータープラスミドと、SHARP-2発現ベクターをリポフェクション法を用
いて、ヒト肝癌細胞株である HepG 2 細胞にコトランスフェクションした。そして、
48時間後、ルシフェラーゼ活性を測定した。その結果、SHARP-2は、濃度依存的に
SIRT 1 遺伝子のプロモーター活性を抑制した。また、同条件でレポータープラスミ
ドを肝癌マーカーである M2-type pyruvate kinase（略して MPK）遺伝子のプロモータ
ーに変えたところ、SIRT 1 遺伝子のレポーター活性は減少しなかった。
　　　　　　 　以上の結果より、SHARP-2 が SIRT 1 遺伝子特異的にプロモーター活性を低下さ














研 究 成 果： 無添加試料、寒天添加試料、タピオカ粉添加試料、とろみ剤添加試料を 4 種の米粉パ
ンを調製し試料とした。本研究で用いたとろみ調整剤はキサンタンガムを主原料とし
たものであった。
　　　　　　 　測定機器として、YMADEN の RHEONER Ⅱ　CREEP　METER　RE2－33005S を

























研 究 目 的： 食生活バランスチェック票 -3500kcal 版 -（以下本ツール）を用い、高校サッカー部
における効果的な栄養教育プログラムを検討している。本ツールは、 1 日に必要なエ






研 究 成 果： 長野県高体連サッカー専門部において質問項目に関する意見集約と予備調査等を経て




























日本食品化学学会誌 Vol.20、124-128ページ、2013年ならびに、20th International 
Congress of Nutrition（2013年 9 月、グラナダ、スペイン）にて発表した。現在は、
松本地域で販売された豆腐以外の大豆製品における RRS 混入状況調査を継続してお
り、豆乳、油揚げを除き調査が終了している。
　　　　　　 　さらに2012年11月には、新たに RRS 2 ならびに LLS についても検査が可能となっ
たが、日本国内での混入状況については現在のところ不明である。
　　　　　　 　これらの背景から、本申請では長野県松本市とその近郊にて販売された大豆製品全
てについて、RRS 2ならびに LLS、また分析が終了していない商品については RRS に
ついても混入率を調査することを目的とする。
・報　告・















研 究 目 的： 日常摂取する食餌に含まれる栄養素、成分が生物の寿命、老化に与える影響が、様々
なモデル動物を使用して研究されている。本研究課題は、モデル生物の中でも飼育が










研 究 成 果： 生果実、乾燥果実、野菜などを発酵させ、酵母の分離と同定を行った。現在まで19株





















研 究 目 的： 食品由来の低分子化合物が、インスリン様作用を引き起こすことを科学的に証明すれ
ば、それらを食品として恒常的に摂取することにより、糖尿病の予防や治療に有用で
あると考えられる。そこで、私どもは、インスリンによって発現誘導される転写因子











研 究 成 果： 今回注目したのはワサビの辛味成分の6-methylsulfinylhexylisothiocyanate（6-MSITC）
である。
　　　　　　 　ラット高分化型肝癌細胞株である H4IIE 細胞を様々な濃度の6-MSITC で処理した
後、total RNA を調製し、リアルタイム PCR 法を用いて細胞内における PEPCK 
mRNA の発現量を測定した。その結果、PEPCK mRNA の発現誘導は、6-MSITC に
より濃度依存的に抑制されること、また10lM6-MSITC 処理により、 4 時間と早期
に抑制されることが明らかになった。次に各種シグナル伝達経路の酵素阻害剤を用い
て、6-MSITC による PEPCK 遺伝子の発現誘導機構の解析を行った。その結果、
protein kinase C（PKC）の阻害剤である staurosporine、DNA 依存性 RNA ポリメラ
ーII の阻害剤である actinomycin D、タンパク質合成阻害剤の cycloheximide により、
それぞれが強く阻害された。したがって、6-MSITC による PEPCK mRNA の誘導抑
制は PKC 経路を介すること、そして何らかの転写因子を介することが示された。









研 究 目 的： Zinc-fingers and homeoboxes 1（ZHX1）は873個のアミノ酸残基からなり、 2 つの
Cys2-His2型の zinc-finger モチーフと 5 つのホメオドメインを有する普遍的転写抑制
因子である。ZHX1 はホモ 2 量体を形成する他に、ファミリー遺伝子である ZHX2、
ZHX3 や別の転写因子 nuclear factor Y の A サブユニットとも相互作用する。細胞傷
害性 T 細胞株である CTLL-2細胞において、ZHX1の発現は interleukin-2依存的な細
胞増殖と相関するため、ZHX1の発現は細胞の増殖や分化に関与していると考えている。








研 究 成 果：① ZHX1ミスセンス変異産物のリプレッサー活性の解析
　　　　　　 　ZHX1 cDNA の全翻訳領域（1-873）を、GAL4 DNA 結合領域（DBD）に連結した
プラスミド（pGAL4-ZHX1（1-873））の2,585番目の G を C に遺伝子変異させた変異
プラスミド（pGAL4-ZHX1（1-873）R862P）を作製した。同様に、ZHX1のリプレッ
サードメイン（831-873）を GAL4 DBD に連結したプラスミド（pGAL4-ZHX1（831-873）
にも G2585C 変異を導入した。GAL4結合配列を 5 コピー有するルシフェラーゼリポ
































研 究 成 果：研究の準備段階として、平成26（2014）年度は次の研究活動を行った。
　　　　　　 1 ．保育所見学及び保育観察
　　　　　　 ・ K 保育園（横浜市、 0 〜 5 歳児の乳幼児、定員100名、公設民営）　平成26（2014）
年 8 月12日











　　　　　　 　文化・生活・教育―乳幼児の発達について考える研究会の立ち上げ及び研究会 4 回
実施。研究協力園の確定。


























海馬において発現量の増加が示された miR-34c と miR-764について調べてみたが、
どちらも有意な発現量の変化は見られなかった。































　　　　　　 　2014年 4 月に長野県松本平支部、 7 月に愛知県稲沢市の食生活改善推進員（以下、























　　　　　　 2014年 5 月18日
　　　　　　 「中学生における朝食時のみそ汁摂取と 1 日の食物摂取状況との関連について」第73
回日本公衆衛生学会総会、2014年11月 7 日
　　　　　　 「小学生における朝食時のみそ汁摂取の有無と 1 日当たりの栄養素等摂取状況との関
連」日本ヘルスプロモーション学会第12回学術大会
　　　　　　 2014年11月 7 日









研 究 目 的： 子どもを取り巻く環境の変化が、子どもの育ちに様々な問題を引き起こしている。本
研究では、安曇野市明科「NPO 法人響育の里山くじら雲」の教育・保育実践を取り
あげ、自然と共生しながら生活する子どもの育ちの効果を探ろうとするものである。




イルの幼児教育施設『くじら雲』」は開設以来 9 年目を迎え、26年度は 3 歳から 5 歳
までの子ども23名が生活をしている。

















　　　　　　 第 9 回　食育シンポジウム（依田敬子　発表）同コンテスト特別賞受賞
 2015年 2 月28日
　　　　　　 第69回全国レクリエーション大会　研究フォーラム　発表予定
 2015年 9 月20日
論文執筆等：なし
研究費利用率：18.9％
